
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年1２月 

小出学校給食センター 

みなさんが毎日
まいにち

、学校
がっこう

で当
あ

たり前
まえ

のように食
た

べている『給 食
きゅうしょく

』ですが、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

には長
なが

い歴史
れ き し

があります。

たくさんの人々
ひとびと

の支
ささ

えがあり、今
いま

、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

を食
た

べることが出来
で き

ています。感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちを持
も

って給 食
きゅうしょく

を食
た

べ

られるようになるといいですね。 

明治
め い じ

２２年
ねん

・・・山形県
やまがたけん

鶴岡町
つるおかまち

（現
げん

：鶴岡市
つるおかし

）の市立
し り つ

忠
ちゅう

愛
あい

小学校
しょうがっこう

で食事
しょくじ

が提
てい

供
きょう

されたのが始
はじ

まり。 

その後
ご

、全国
ぜんこく

各地
か く ち

に広
ひろ

まった。 

戦争中
せんそうちゅう

 ・・・食 料
しょくりょう

不足
ぶ そ く

で学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は中断
ちゅうだん

された。 

昭和
しょうわ

２１年
ねん

・・・戦後
せ ん ご

、子
こ

どもたちの栄養
えいよう

不足
ぶ そ く

を改善
かいぜん

するために、アメリカの支援
し え ん

団体
だんたい

 

「LARA
ラ ラ

（アジア救済
きゅうさい

公認
こうにん

団体
だんたい

）」から、給食用
きゅうしょくよう

物資
ぶ っ し

が寄贈
き ぞ う

された。 

        昭和
しょうわ

２１年
ねん

１２月
がつ

２４日
にち

に、東京
とうきょう

都内
と な い

の小学校
しょうがっこう

で給食用
きゅうしょくよう

物資
ぶ っ し

の贈呈式
ぞうていしき

が行
おこな

われ、 

この日
ひ

を「学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

感謝
かんしゃ

の日
ひ

」と定
さだ

められた。 

昭和
しょうわ

２５年
ねん

・・・「学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

感謝
かんしゃ

の日
ひ

」は冬休
ふゆやす

みと重
かさ

なるため、昭和
しょうわ

２５年
ねん

からは、１月
がつ

２４日
にち

～３０日
にち

 

までの１週間
しゅうかん

を「全国
ぜんこく

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

」とすることが定
さだ

められた。 

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく れ き し まな

今月
こんげつ きゅうしょく

目標
もくひょう

がっこう

給 食
きゅうしょく れ き し

 
『 全国

ぜんこく

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

週間
しゅうかん

 』は、74年
ねん

たった今
いま

も続
つづ

いています。 

この１週間
しゅうかん

は、学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

に感謝
かんしゃ

をし、その意義
い ぎ

と役割
やくわり

を再確認
さいかくにん

する１週間
しゅうかん

にしましょう。 

私
し

立
りつ

忠
ちゅう

愛
あい

小
しょう

学
がっ

校
こう

で

提
てい

供
きょう

されたとされる

給
きゅう

食
しょく

。 

 

支
し

援
えん

物
ぶっ

資
し

の脱
だっ

脂
し

粉
ふん

乳
にゅう

や缶
かん

詰
づめ

、小
こ

麦
むぎ

粉
こ

などを

使
つか

った 給
きゅう

食
しょく

。 

地
ち

域
いき

でとれる旬
しゅん

の食
しょく

材
ざい

を取
と

り入
い

れ、

郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

や行
ぎょう

事
じ

食
しょく

、世
せ

界
かい

の料
りょう

理
り

など、食
しょく

育
いく

の教
きょう

材
ざい

となる給
きゅう

食
しょく
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お正 月
しょうがつ

に食
た

べる「おせち料理
りょうり

」は、もともと旧 暦
きゅうれき

の季節
きせつ

のかわり目
め

の「節
せつ

日
にち

」に神様
かみさま

に

供
そな

えて、それを家族
かぞく

で食
た

べるものでした。本来
ほんらい

は五
ご

節句
せっく

（人
じん

日
じつ

、上巳
じょうし

、端午
たんご

、七夕
しちせき

、重 陽
ちょうよう

）

の時
とき

のものですが、のちに正 月
しょうがつ

の料理
りょうり

だけを指
さ

すようになりました。 

 おやつは生活
せいかつ

にうるおいを与
あた

える楽
たの

しみの時間
じかん

であるとともに、口
くち

や胃
い

の小
ちい

さな 

小児
しょうに

や、激
はげ

しいスポーツをする人
ひと

にとっては、３食
しょく

の食事
しょくじ

を補
おぎな

う時間
じかん

にもなります。 

 市販
しはん

のおやつには、糖分
とうぶん

や油分
ゆぶん

、塩分
えんぶん

が多
おお

く含
ふく

まれているため、食
た

べるときには 

栄養
えいよう

成分表
せいぶんひょう

を確認
かくにん

して、食
た

べ過
す

ぎないようにしましょう。 

おやつは、１日
にち

２００k c a l
キロカロリー

のエネルギーに収
おさ

まるように１回分
かいぶん

の量
りょう

を決
き

めましょう。 

おやつ＝甘
あま

いものや、おかしだ

けとは限
かぎ

りません。おにぎりや

チーズ、果物
くだもの

などをおやつに

選
えら

ぶのもおすすめです。 

おやつを食
た

べるときは、「量
りょう

」

と「時間
じ か ん

」の２つについて、き

まりを作
つく

って食
た

べるようにし

ましょう。 

おやつの食
た

べすぎでメインの食事
しょくじ

が食
た

べられなくなってはいけませ

ん。おやつの時間
じ か ん

や量
りょう

を決
き

めて、

だらだら食
た

べ続
つづ

けないことが大切
たいせつ

です。虫歯
む し ば

予防
よ ぼ う

にもつながります。 

寝
ね

る前
まえ

のおやつは胃
い

もたれの

原因
げんいん

になり、翌日
よくじつ

の朝
あさ

ごはんが食
た

べられなくなります。空腹
くうふく

で眠
ねむ

れ

ないときには、消化
しょうか

のよいものを

少
すこ

しだけにしましょう。 

① おやつ≠おかし ② 食
た

べる時間
じ か ん

と量
りょう

の「きまり」を作
つく

ろう 

③ １日
にち

３回
かい

の食事
しょくじ

を基本
き ほ ん

におやつを考
かんが

えよう ④ 寝
ね

る前
まえ

にはなるべく食
た

べない 


